
 
 

 気仙沼市八瀬地区で生食用ぶどうの栽

培に取り組んでいる藤村駿斗さんの農園

では、今年の出荷に向けた作業に追われて

いる。 

藤村さんは、山形県や福島県の農園で果

樹の栽培に携わった経験を活かして令和

４年に故郷で新規就農した。 

現在はシャインマスカット等栽培品種

が１２種類で、９６本の樹を栽培している。

果房は全て無核（種無し）化処理され、主

に地元のＪＡ農産物直売所で販売してい

る。消費者からは「気仙沼市産のブドウは

珍しい」と声をかけられるという。 

藤村さんは「自分のブドウをカツオやサ

ンマに並ぶ市の秋の味覚にしたい。将来的

には、ふるさと納税返礼品登録、直売所や

観光農園の開業を目指している」と語る。 

藤村さんの園地では９月中旬から１０

月中旬まで収穫が行われている。 
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袋がけ作業中の藤村さん 
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